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二
O
一
六
年
一
月
六
日
、
恒
例
「
日
本
を
語
る

ワ
イ
ン
の
会
」
が
代
表
自
邸
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
近
年
経
済
成
長
が
著
し
い
ル
ー
マ
ニ

ア
大
使
館
特
命
全
権
大
使
の
ラ
ド
ゥ
・
シ
ェ
ル

パ
ン
氏
、
日
本
と
の
繋
が
り
が
八
世
紀
に
ま
て

遡
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
大
使
館
代
理
大
使
の

ジ
パ
ン
・
マ
ジ
ュ
ム
ダ
氏
、
作
新
学
院
か
ら
早
稲

田
大
学
ま
て
野
球
部
に
所
属
し
た
衆
議
院
議

員
の
亀
岡
偉
民
氏
、
官
民
横
断
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
主
宰
ナ
る
な
ど
異
色
の
官
僚
と
し
て
知

ら
れ
る
財
務
省
の
池
田
洋
一
郎
氏
、
松
下
政

経
塾
第
一
期
生
、
通
訳
、
僧
侶
な
ど
多
面
的
な

キ
ャ
リ
ア
を
持
。
在
日
本
ル
ー
マ
ニ
ア
商
工
会

議
所
会
頭
の
酒
生
文
弥
氏
、
元
テ
レ
ビ
マ
ン
て

今
は
パ
リ
島
て
暮
ら
ナ
小
林
繁
之
氏
を
お
迎

え
し
、
日
本
・
ル
ー
マ
ニ
ア
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
こ
と
を
語
り
合
っ
た
。

Jレーマニア大使館

特命全権大使

ラドゥ・

シェルノfン氏

バングラデシュ大使館

代理大使

ンハン・

マジュム夕、氏

衆議院議員

亀岡偉民氏

財務省主税局参事官室

(国際租税担当)

参事官補佐

池田洋一郎氏

ア

頭

氏

三
会
弥

↑

制

文

一
日
玲
生

在

商

酒

WakilKetuaCintamani-K

小林繁之氏
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ル
ー
マ
ニ
ア
ば
本
来
ロ
!
マ
ニ
ア

古
代
ロ
!
マ
の
流
れ
を
汲
む
国

4
F

パ
と
い
う
言
葉
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
語
で
は
「
水
」
と
い
う
意

司
，
味
。
そ
の
他
日
本
語
に
似
た
ル
l
ヲ
ヲ
語
と
し
て
は
、

サ
ト
と
い
う
言
葉
が
日
本
語
の
ふ
る
さ
と
の
意
味
だ
。
日
本
と

ル
ー
マ
ニ
ア
は
経
済
で
緊
密
な
関
係
を
築
い
て
い
る
。
光
洋
精

工
(
現
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
)
が
日
本
で
最
初
に
ル
ー
マ
ニ
ア
に
進
出
し

た
企
業
だ
。
、
』
の
光
洋
ル
ー
マ
ニ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
自
動
車

関
連
の
製
造
業
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
経
済
の
牽
引
車
と
な
っ
て
い

る
。
フ
ラ
ン
ス
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
ル
ノ
ー
も
ル
ー
マ
ニ
ア
に
研
究

セ
ン
タ
ー
を
持
っ
て
い
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
へ
の
投
資
は
、
甲
』
れ
か
ら
が

チ
ャ
ン
ス
だ
。
黒
海
で
は
石
油
や
天
然
ガ
ス
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
へ
の
投
資
が
特
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
か

ら

の
O
D
A
に
よ
っ
て
、
二
O
一
九
年
に
市
街
か
ら
空
港
ま
で

の
地
下
鉄
が
完
成
す
る
予
定
だ
が
、
日
本
へ
の
感
謝
を
示
す

た
め
に
、
ひ
と
つ
の
駅
の
名
前
を
「
ト
ウ
キ
ョ
ウ
」
に
す
る
と
い

う
。
完
成
時
の
安
倍
首
相
の
訪
問
が
ル
1
3
ヲ
の
希
望
だ
。

ル
ー
マ
ニ
ア
の
人
口
は
約
二
千
万
人
で
、
国
土
の
面
積
は
日

本
の
本
州
プ
ラ
ス
四
国
の
半
分
と
同
じ
ぐ
ら
い
だ
。
首
都
は
ブ

カ
レ
ス
ト
。
経
済
成
長
率
が
年
間
約
四
%
と
E
U
内
で
は
最

高
レ
ベ
ル
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
っ
て
い
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は
ヨ
!
ロ
ツ

パ
で
は
「
タ
イ
ガ
l
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
二
O
二
O
年

ま
で
に
総
額
五
兆
数
千
億
円
の
資
金
を
、
経
済
繁
栄
の
た
め

の
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
、
E
U
か
ら
調
達
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
事
」
の
資
金
は
主
に
ド
イ
ツ
か
ら
来
る
は
ず
だ
、
強
い
ド
イ
ツ

の
通
貨
マ
ル
ク
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
通
貨
ユ
l
ロ
へ
の
統
合
の
結
果
、
安

い
ユ
l
ロ
に
よ
っ
て
輸
出
増
と
な
り
儲
け
た
ド
イ
ツ
が
ル
ー
マ
ニ
ア

に
金
を
払
う
の
は
、
あ
る
意
味
当
然
の
甲
』
と
だ
。

二
O
一
四
年
に
当
選
し
た
ヨ
ハ
ニ
ス
大
統
領
は
ま
だ
五
十
五

歳
と
若
い
。
大
統
領
職
の
任
期
は
五
年
で
二
選
ま
で
可
能
だ
。

ヨ
ハ
ニ
ス
大
統
領
は
日
本
と
親
し
い
関
係
を
維
持
し
て
い
る
。
と

い
う
の
も
、
高
山
市
の
姉
妹
都
市
と
な
っ
て
い
る
シ
ピ
ウ
市
の

市
長
か
ら
、
い
き
な
り
大
統
領
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
議
院
内
閣

制
の
首
相
と
は
異
な
り
、
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
る
大
統
領
で

は
十
分
に
有
り
得
る
話
だ
。
ル
ー
さ
写
ノ
の
民
族
構
成
は
ル
ー
マ

ニ
ア
人
が
八
割
を
越
え
る
が
、
ヨ
ハ
ニ
ス
大
統
領
は
少
数
派
の
ド

イ
ツ
系
だ
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
公
用
語
は
ル
ー
マ
ニ
ア
語
、
だ
が
、
こ
の

言
葉
は
古
代
ロ1
l

マ
で
話
さ
れ
て
い
た
ラ
テ
ン
語
に
近
く
、
ス
ラ

ブ
系
と
は
全
く
異
な
る
。
イ
タ
リ
ア
語
に
は
似
て
い
て
、
東
北

弁
と
九
州
弁
が
喋
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
、
あ
る
程
度
お
互

い
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
と
い
う
。
ル
ー
マ
ニ
ア
は
本

来
ロ
l
マ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
べ
き
で
、
言
語
だ
け
で
は
な
く
様
々

な
面
で
古
代
ロ
l
マ
を
引
き
継
い
で
い
る
。
黒
海
に
面
す
る
コ
ン

ス
タ
ン
ツ
ァ
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
次
ぐ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
二
の
港
だ
が
、

こ
の
街
の
名
前
は
コ
ン
ス
タ
ン
-
ア
イ
ヌ
ス
帝
に
ち
な
ん
だ
も
の
だ
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
ソ
連
の
影
響
下
に
あ
り
、
一
時
期
は

ロ
シ
ア
語
を
強
要
さ
れ
た
が
、
ソ
連
崩
壊
後
の
今
は
ロ
シ
ア
語

は
使
わ
れ
ず
、
ル
ー
マ
ニ
ア
語
の
次
は
英
語
が
話
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
日
の
丸
を
参
考
に
し
た

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
国
旗

守
、
、
ン
グ
-
フ
デ
シ
ュ
の
国
旗
は
緑
地
に
赤
い
日
の
丸
で
、
正
に

ノ
日
本
の
国
旗
と
色
違
い
だ
。
一
九
七
一
年
に
パ
キ
ス
タ
ン

か
ら
独
立
し
た
時
に
、
議
員
達
が
集
ま
り
新
し
い
国
旗
を
ど

う
す
る
か
を
協
議
し
た
。
そ
の
際
、
世
界
で
最
も
親
し
い
友
人

の
国
の
国
旗
を
参
考
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
、
べ
ン
ガ
ル
人
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
l

ス
と
共
に
独
立
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
と
戦
っ
た
日
本
の
国
旗
を

参
照
し
、
地
を
豊
か
な
大
地
を
表
す
緑
に
し
た
。
こ
れ
に
先

立
っ
て
行
わ
れ
た
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
独
立
戦
争

は
、
九
カ
月
で
三
百
万
人
も
の
人
が
亡
く
な
る
ほ
ど
過
酷
な

戦
い
だ
っ
た
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
l
ス
は
日
本
の
協
力
を
受
け
て
、

イ
ン
ド
国
民
軍
・
I
N
A
(
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
l

ミ
l
)
を
創
設
し
た
。
ま
た
一
九
四
三
年
の
大
東
亜
会
議
に

も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
た
。
一
九
四
五
年
八
月
十
八
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日
に
台
湾
か
ら
日
本
軍
機
で
満
州
に
向
か
お
う
と
し
て
事
故

に
遭
遇
、
日
本
兵
の
看
病
も
虚
し
く
こ
の
世
か
ら
去
る
。
そ
の

遺
骨
は
杉
並
区
の
蓮
光
寺
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

二
O
一
四
年
五
月
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ハ
シ
ナ
首
相
が
日
本

を
訪
問
、
そ
の
直
後
の
同
年
九
月
に
安
倍
首
相
が
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
を
訪
問
し
た
。
甲
』
の
際
両
国
で
合
意
し
た
の
は
、
国
連
安

保
理
の
非
常
任
理
事
国
の
立
候
補
を
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
取

り
下
げ
て
、
同
じ
く
立
候
補
し
て
い
る
日
本
の
サ
ポ
ー
ト
に
回

る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
見
事
日
本
は
非
常
任
理

事
国
に
選
ば
れ
、
今
年
、
そ
の
任
に
就
い
て
い
る
。
日
本
の
約
四

割
の
国
土
に
日
本
を
越
え
る
約
一
億
六
千
万
人
の
人
が
暮

ら
す
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
。
経
済
成
長
も
目
覚
ま
し
く
、
過
去
七

年
成
長
率
は
常
に
六
%
を
越
え
て
い
る
。
日
本
は
甲
」
れ
ま
で
も

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
多
大
な
援
助
を
行
っ
て
ミ
た
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
側
も
日
本
を
一
番
の
援
助
固
と
し
て
深
い
感
謝
の
念
を

持
っ
て
い
る
。

前ア
かメ
らリ
替ヵ
日ほ
野日
y米
語盟
画明
E の

そヰ
たも

4

区
東
国
際
軍
事
裁
判
、
俗
に
い
う
東
京
裁
判
に
は
十
一

お
恒
人
の
判
事
が
い
た
。
イ
ン
ド
代
表
だ
っ
た
パ
l
ル
判
事
は
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ク
シ
ユ
テ
ィ
ヤ
と
い
う
イ
ン
ド
国
境
に
近
い
場

所
の
出
身
だ
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
国
だ
が
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
!
教
徒
も
イ
ス
ラ
ム
教
徒
も
ど
ち
ら
も

い
る
。
パ
ー
ル
判
事
は
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
徒
だ
っ
た
。
東
京
裁
判
に
お

い
て
、
他
の
判
事
が
平
和
に
対
す
る
罪
と
人
道
に
対
す
る
罪

で
被
告
ら
を
有
罪
と
す
る
中
、
パ
ー
ル
判
事
だ
け
は
事
後
法

に
よ
る
裁
判
は
お
か
し
い
と
無
罪
を
主
張
し
た
。
判
事
の
中

で
は
パ
l
ル
判
事
だ
け
が
国
際
法
の
専
門
家
だ
っ
た
。
結
局
裁

判
は
う
わ
さ
話
ま
で
取
り
上
げ
る
極
め
て
不
公
平
な
形
で

結
審
し
た
。
実
は
パ
l
ル
判
事
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
極
秘
文
書
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と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
日
米
開
戦
の
十
年
も
前
か
ら
対
日
戦

争
を
計
画
し
て
い
た
と
い
う
証
拠
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
も
あ
っ

て
、
彼
は
無
罪
を
主
張
し
た
の
で
は
な
い
か
。
日
本
人
は
パ
!
ル

判
事
を
尊
敬
し
、
靖
国
神
社
内
に
顕
彰
碑
が
作
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
二
O
O七
年
に
イ
ン
ド
を
訪
問
し
た
安
倍
首
相
は
、
パ
|

ル
判
事
の
ご
子
息
と
懇
談
し
た
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
進
出
し
て
い
る
日
本
企
業
は
二
百
社
を

越
え
る
。
株
式
会
社
光
波
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子
会
社
で
あ

る
オ
プ
シ
l
ド
は
、
千
人
近
く
の
従
業
員
を
雇
用
し
て
、
自

動
販
売
機
に
組
み
込
ま
れ
る
ボ
タ
ン
な
ど
を
製
造
し
て
い
るn

そ
の
他
に
も
、
ホ
ン
ダ
、
三
菱
商
事
、
丸
紅
、
Y
K
K
、
ソ
ニ
ー

な
ど
。
ユ
ニ
ク
ロ
も
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
二
つ
の
工
場
を
持
っ
て
い

る
。
草
』
の
国
に
日
本
企
業
が
進
出
す
る
の
は
、
賃
金
が
安
く
、

労
働
者
の
質
が
高
い
こ
と
に
加
え
て
、
労
働
力
が
豊
富
な
た

め
だ
。
国
民
の
平
均
年
令
が
二
十
五
歳
と
い
う
の
も
魅
力

と
な
っ
て
い
る
。

先
の
大
戦
中
、
日
本
人
が
イ
ン
ド
、
不
シ
ア
に
酷
い
こ
と
を
し

た
と
言
う
と
、
パ
リ
島
で
は
現
地
の
人
に
そ
れ
は
考
え
遠
い
だ

と
怒
ら
れ
る
。
当
時
は
イ
ン
ド
、
不
シ
ア
と
い
う
国
は
な
く
、
オ
ラ

ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
と
い
う
植
民
地
だ
っ
た
。
そ
し
て
教
育
の
機

会
を
奪
わ
れ
て
い
た
イ
ン
ド
、
不
シ
ア
人
に
教
育
を
与
え
、
オ
ラ

ン
ダ
に
挑
む
だ
け
の
知
力
・
体
力
を
授
け
た
の
は
、
日
本
人
だ
《

そ
れ
を
知
る
バ
リ
の
人
々
は
、
皆
日
本
人
に
感
謝
し
て
い
る
。

ま
た
イ
ン
ド
、
不
シ
ア
独
立
の
た
め
に
尽
力
し
、
日
本
の
敗
戦
に

酒
の
神
様
バ
ッ
カ
ス
生
誕
の
地
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ワ
イ
ン
で
す
。

そ
の
味
わ
い
は
深
く
、
濃
厚
で
す
。
(
ワ
イ
ン
提
供
、
在
日
本
ル
ー
マ
ニ
ア
商
工
会
議
所
)



よ
っ
て
解
放
の
約
束
、
が
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
責
任
を
感
じ

て
自
殺
し
た
三
浦
裏
も
尊
敬
を
集
め
て
い
る
。
バ
リ
島
に
あ
る

独
立
運
動
に
協
力
し
た
日
本
兵
の
墓
標
に
は
、
イ
ン
ド
、
不
シ
ア

の
国
旗
の
色
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
リ
ボ
ン
が
飾
ら
れ
て
い
て
、
遠

く
か
ら
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
事
実
を

日
本
人
は
知
る
べ
き
だ
し
、
教
科
書
に
載
せ
て
、
子
供
達
に
も

教
え
る
べ
き
だ
。
バ
リ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
と
日
本
の
真
言
密
教

の
教
え
は
ぴ
っ
た
り
と
合
う
。
宗
教
的
に
も
日
本
と
パ
リ
島
は
、

古
く
か
ら
の
結
び
つ
き
が
あ
る
。

ホ
テ
ル
か
ら
消
え
た
日
本
語
放
送

存
在
感
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
日
本

ず
耳
、
日
本
大
震
災
の
時
、
南
相
馬
市
出
身
の
亀
岡
偉
民

一E
ノ
氏
は
地
元
に
い
て
、
被
災
の
一
部
始
終
を
体
験
し
た
。

頼
り
に
な
ら
な
い
首
相
官
邸
に
比
べ
て
、
官
僚
や
民
間
の
動
き

の
素
晴
ら
し
き
に
感
動
し
た
と
い
う
。
ロ
l
ソ
ン
は
相
馬
市
に
一

日
三
千
五
百
個
の
給
食
代
替
の
弁
当
を
三
日
間
に
亘
っ
て
提

供
し
た
り
、
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
な
ど
を
各
都
道
府
県
に
救
援
物

資
と
し
て
届
け
た
り
し
た
。
停
電
や
断
水
の
た
め
営
業
を
停

止
す
る
ホ
テ
ル
が
多
か
っ
た
中
、
雨
露
だ
け
で
も
凌
げ
る
場
所

が
欲
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
ア
パ
ホ
テ
ル
は
通
常

通
り
の
対
応
が
で
き
な
い
こ
と
を
伝
え
た
上
で
お
客
様
を
迎

え
る
と
い
う
形
で
営
業
を
続
け
た
。

企
業
の
七
割
が
法
人
税
を
支
払
っ
て
い
な
い
。
様
々
な
優

遇
措
置
を
経
て
ほ
と
ん
ど
税
金
を
払
っ
て
い
な
い
企
業
も
あ

る
が
、
企
業
活
動
の
中
で
多
く
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
利
用
し
て

い
る
以
上
、
応
分
の
負
担
は
行
う
べ
き
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
海
外

に
本
社
を
移
す
な
ど
で
税
金
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
る
企
業

も
あ
る
。
節
税
は
良
い
が
、
脱
税
を
し
て
は
だ
め
だ
。

日
本
の
存
在
感
が
世
界
的
に
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
。
例
年
通

り
代
表
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
年
越
し
を
行
っ
た
。
毎
年
ホ
テ
ル
の
テ

レ
ビ
で
N
H
K
の
「
紅
白
歌
合
戦
」
を
観
て
い
た
の
だ
が
、
昨

年
の
大
晦
日
に
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
日
本
語
の
チ
ャ
ン
、
不

ル
が
な
く
な
っ
て
お
り
、
代
わ
り
に
中
国
語
や
韓
国
語
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
が
増
え
て
い
た
。
円
安
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
日
本
人
の

海
外
旅
行
や
留
学
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。
ハ
ン
グ

リ
ー
精
神
が
足
り
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

疑
問
を
持
た
な
い
大
人
を
育
て
る
の
が
日
本
の
教
育
シ
ス

テ
ム
だ
。
常
に
答
え
は
一
つ
で
あ
り
、
答
え
が
二
つ
あ
る
問
題
を

出
題
し
た
教
師
は
批
判
さ

れ
る
。
結
果
教
え
ら
れ
た
こ

と
を
そ
の
ま
ま
答
え
る
こ
と

が
良
い
と
い
う
感
覚
が
身
に

つ
く
。
し
か
し
実
際
の
世
の

中
に
は
、
正
解
は
無
数
に
あ

る
。
甲
}
の
教
育
シ
ス
テ
ム
は
ア

メ
リ
カ
が
日
本
を
間
接
支

配
す
る
た
め
に
構
築
し
た
も
の
だ
。
冷
戦
終
結
か
ら
二
十
五

年
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
影
響
か
ら
脱
し
て
独
立
自
衛
の
国
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
憲
法
改
正
だ
。
そ
の
た
め

に
は
今
年
の
参
院
選
で
自
民
党
が
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

衆
参
同
時
選
挙
で
は
な
く
、
友
党
の
公
明
党
に
配
慮
し
て
時

間
差
で
参
院
選
の
前
後
一
カ
月
程
度
で
解
散
し
、
衆
院
選
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
な
ん
と
か
衆
参
議
員
の
三
分

の
二
の
賛
成
で
憲
法
改
正
の
発
議
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ

の
後
の
国
民
投
票
が
大
き
な
課
題
だ
。
投
票
権
は
十
八
歳

か
ら
だ
。
若
い
人
々
に
し
っ
か
り
と
真
実
を
教
え
る
組
織
を
構

築
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

今月のおすすめワイン

ロパート・モンダヴィ
ツインオークス
カベルオ、.
ソーヴィニヨン2013
分類スティjレワイン/赤

生産地 アメリカ合衆国

A.V目A.カリフォJレニア
品 種 カベルネ・ゾーヴィニヨン(76%)、

シラー(13%)、プティ・シラー(5%)、プティ・
ヴ工ルド(2%)、メル口一(1%)、その他(3%)

みずみずしい果実の個性と自然なハラ

ンスが調和した柔らかくて親しみゃす

いワイン。カベ‘ルネ・ソーヴィニヨンなら

ではの、ブ.ラックチ工リーやラスPペリー

の風味豊かな味わいに、ほのかに香

る黒コショウやスパイスのアクセントが、

このワインlこ深みを与えています。
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